
第９次氷見市総合計画の基本構想の変更案について
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資料１



１ 策定方針と施策体系との整合
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策定方針

（１）前期基本計画の策定以降に生じた令和６年能登半島地震などの本市を取り巻く
大きな社会環境等の変化に的確に対応し、前期基本計画の検証結果等を踏まえ、
現実的で実効性のある計画を策定します。

（２）震災からの復興や人口減少等のこれまで類を見ない難局に対峙していくため、
オール氷見で取り組み、活力を創造していく計画とします。

（３）人口減少対策として令和８年１月に策定した第３期氷見市まち・ひと・しごと
創生総合戦略を踏まえた計画とします。

（４）個々の施策における課題を的確に捉え、その解決に向けて、各分野別計画と
整合性が取れた計画とします。

（５）国・県の計画や動向等を勘案して策定します。

（６）第３期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定時に様々な観点からいた
だいた意見等に加え、新たに実施する市民アンケートや分野別のインタビュー調
査等でいただいた意見等を踏まえて策定します。

（７）必要なデータを収集して分析し、現状や課題等を的確に捉えて、施策を展開す
る計画を策定します。



１ 策定方針と施策体系との整合

社会環境等の変化 対応の方向性 政策等のキーワード

①人口減少・少子高齢化の進行 第３期氷見市まち・ひと・しごと創生総
合戦略の推進

※策定方針(3)にて対応
（P.4参照）

②新型コロナウイルス感染拡大
の影響による生活様式の変化

二地域居住やテレワーク、オンライン会
議などへの対応

✓ 交流・関係人口
✓ 若者交流

③令和６年能登半島地震の発生 地震対策の強化（液状化対策、住宅耐震、
ライフライン）、コミュニティの維持

✓ まちの強靭化
✓ 持続可能な地域づくり

④日本経済の動向の変化 持続可能な行財政運営（物価変動、金利
変動）

✓ 持続可能な行財政運営

⑤ＤＸ推進の加速化等による様々
な分野でのイノベーションの創出

新技術の活用（スマート農業等）、ＤＸ
推進による生産性向上

✓ 次世代の産業
✓ 未来技術

⑥働き方やライフスタイルなど
価値観の多様化

相互理解の推進、偏見の解消 ✓ 共生社会

策定方針(1)への対応の方向性と新たな政策等のキーワード

対応の方向性 政策等のキーワード

オール氷見での復興と人
口減少対策

✓ オール氷見
✓ 活力創造
✓ 創造的復興

策定方針(2)への対応の方向性と新たな政策等のキーワード

【策定方針(1)】前期基本計画の策定以降に生じた令和６年能登半島地震などの本市を取り巻く大きな社会環境
等の変化に的確に対応し、前期基本計画の検証結果等を踏まえ、現実的で実効性のある計画を策定します。

【策定方針(2)】前期基本計画の策定以降に生じた
震災からの復興や人口減少等のこれまで類を見な
い難局に対峙していくため、オール氷見で取り組
み、活力を創造していく計画とします。
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１ 策定方針と施策体系との整合
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基本目標（総合戦略） 基本的方向（総合戦略） 政策等のキーワード

【基本目標Ⅰ】
魅力的な地域をつくる

1. 将来に希望が持てるまちをつくる
2. 地域の持続性を確保する

✓ 賑わいにあふれるまち
✓ 若者や女性に選ばれるまち
✓ 持続可能な地域づくり

【基本目標Ⅱ】
仕事をつくる

1. 本市の特長を活かした産業を振興して魅
力的な仕事をつくる

2. 産業全体を活性化し、稼ぐ力を強化する
3. 若者・女性が働きやすく、活躍できる職

場をつくる

✓ 「食」「自然・景観」を生
かしたまち

✓ 次世代の産業
✓ 若者や女性に選ばれる産業
✓ 共生社会

【基本目標Ⅲ】
人の流れをつくる

1. 若者や女性に選ばれ、移住者やＵターン
者を増やす

2. 市内に定住する若者や女性を増やす
3. 観光などの交流人口や関係人口、二地域

居住者を増やす

✓ 若者や女性の仕事づくり
✓ 持続可能な地域づくり
✓ 選ばれる地域づくり
✓ 共生社会

【基本目標Ⅳ】
結婚・出産・子育ての
希望をかなえる

1. 結婚数を増やす
2. 出生数を増やす
3. 転入による子どもの数を増やす

✓ 結婚・出産・子育てしやす
い環境づくり

✓ こどもまんなか社会

策定方針(3)に関する新たな政策等のキーワード
【策定方針(3)】人口減少対策として令和８年１月に策定した第３期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略を
踏まえた計画とします。

※「政策等のキーワード」検討の詳細な資料（施策レベルでの検討資料）は、P.15～18に記載してあります。



１ 策定方針と施策体系との整合

策定方針(4)

個々の施策における課題を的確に捉え、その解決に向
けて、各分野別計画と整合性が取れた計画とします。
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令和８年度に策定を予定している「氷見市地域福祉計画」や「氷見市教育振興基本計画」などの
策定過程において、総合計画の進捗状況に合わせて、それぞれの計画の方向性等の調整を行い、
整合性の取れた計画とするほか、昨年度策定済みの「氷見市こども計画」や「氷見市空家等対策
計画」などとの整合を図る。また、昨年度策定された「富山県総合計画」や国・県の動向、社会
情勢等を勘案した計画とする。

策定方針(5)

国・県の計画や動向等を勘案して策定します。

策定方針(6)

第３期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定
時に様々な観点からいただいた意見等に加え、新たに
実施する市民アンケートや分野別のインタビュー調査
等でいただいた意見等を踏まえて策定します。

策定方針(7)

必要なデータを収集して分析し、現状や課題等
を的確に捉えて、施策を展開する計画を策定し
ます。

令和８年４月に実施した市民アンケートや第３期総合戦略策定時にいただいた意見のほか、人口
ビジョンや様々なデータの分析結果を踏まえた計画とする。



１ 策定方針と施策体系との整合
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「安心な日常生活の確保」 「災害に強い都市基盤の整備」
「防災・減災対策の充実」が重要度の上位３項目であること
に加え、「災害に強い都市基盤の整備」と「防災・減災対策
の充実」では、満足度が重要度を大きく下回っている。能登
半島地震の影響等により、災害に強い地域づくりを求める声
が大きいことが見受けられる。

＜市民アンケート結果＞施策ごとの重要度と満足度（それぞれ３つまで）

【住みたいまち】

「中心市街地の活性化」「地域産業・企業の支援」が重要度の
上位２項目であり、いずれも満足度が低い。
一方「食の魅力発信の推進」などの「食」に関する３項目が満
足度の上位３項目となっている。市民満足度が高い「食」の魅
力を効果的に発信するとともに、企業支援などの仕事づくりや
中心市街地の賑わい創出を推進する必要がある。

【働きたいまち】
（票） （票）

0 100 200 300

防災・減災対策の充実

消防・救急救助体制の充実

災害に強い都市基盤の整備

安心な日常生活の確保

持続可能な地域福祉の推進

介護・高齢者福祉の充実

障害福祉の充実

健康づくりの推進

地域医療の確保

社会保障制度の適正な運営

適正な土地利用の推進

快適な生活基盤の構築

利便性の高い道路網の整備

地域交通網の確保

循環型社会の形成

環境保全活動の推進

市民によるまちづくりの推進

ＩＪＵターンの促進

多様な交流の促進

重要度 満足度

0 100 200 300

健全で豊かな食生活の実現

食を核とした地域産業の活性化

食の魅力発信の推進

農業の振興

林業の振興

水産業の振興

企業誘致の推進と既存企業への支援

地域産業・企業の支援

中心市街地の活性化

産業人材の確保・育成

戦略的な観光振興

地域資源を生かした魅力ある地域づくり

脱炭素社会の推進

エネルギーの地産地消

重要度 満足度



0 100 200 300 400 500

結婚の希望をかなえる環境づくり

出産の希望をかなえる環境づくり

子育て支援の充実

仕事と子育てが両立できる環境の整備

学校教育の充実

ふるさと教育の充実

生涯学習の充実

芸術文化の振興

スポーツの推進

人権尊厳社会の形成

多文化共生の社会の構築

重要度 満足度

１ 策定方針と施策体系との整合
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「仕事と子育てが両立できる環境の整備」「子育て支援の充
実」「結婚の希望をかなえる環境づくり」「出産の希望をか
なえる環境づくり」の４項目（結婚から子育てまでのそれぞ
れのステージに関する項目）は重要度が高いが満足度が低い。
結婚、出産、子育てのすべてのステージでの支援の強化・充
実が求められている。

【育てたいまち】

（票）

「効率的・効果的な行政サービスの推進」と「経営的な視点
による持続可能な行財政運営」が重要度の上位２項目であり、
満足度が重要度を下回っているものはこの２項目のみである。
効果的な行政サービスを推進し、将来にわたり持続可能な行
財政運営を継続していくことが求められている。

＜市民アンケート結果＞施策ごとの重要度と満足度（それぞれ３つまで）

【市民とともにつくる持続可能なまち】

（票）

0 100 200 300 400

まちづくりへの市民参画の推進

経営的な視点による持続可能な行財

政運営

効率的・効果的な行政サービスの推

進

広域行政サービス等の推進

大学等との連携強化

重要度 満足度



１ 策定方針と施策体系との整合
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６割以上の回答者が「必要な対策を事前に行っていくことが
必要と考えるようになった」を選択し、次いで、「復旧・復
興に最優先に取り組んでいかなければならないと考えるよう
になった」を選択している。防災・減災対策を充実させると
ともに、引き続き、復旧・復興に最優先に取り組み、復興ま
ちづくりを推進する必要がある。

以上の「政策等のキーワード」や市民アンケート結果に
基づき、第９次氷見市総合計画の「基本理念」や「基本
目標」等について、次ページ以降のとおり変更を行う。

（票） （票）

能登半島地震のあなたの価値観や今後の考え方などへの影
響（２つまで）

半数以上の回答者が「避難所の整備等の防災対策や水道等の
ライフライン・道路等のインフラの強靭化などの災害に強い
まちづくり」を選択し、次いで「誰もがいきいきと暮らせる
まちづくり」や「定住の促進」を選択している。能登半島地
震を教訓として、ライフラインの強靭化などを通じた災害に
強いまちづくりを進めるとともに、活力があふれるまちづく
りを進める必要がある。

能登半島地震からの復興に向けて力を入れていかなけれ
ばならないこと（２つまで）

0 100 200 300 400 500

震災の被災地として、被災者の方々の住まいの再建や道路

などのインフラの復旧、そして復興に向けて、最優先に取

り組んでいかなければならないと考えるようになった

地震などの災害への備えの大切さを実感し、必要な対策を

事前に行っていくことが必要と考えるようになった

地域での支え合いの大切さを実感し、日ごろからの地域の

行事等に参加して、コミュニティを大事にしていかなけれ

ばならないと考えるようになった

ボランティア活動の尊さを実感し、誰かのために少しでも

手助けになりたいと考えるようになった

震災を経験して、生きることの大切さを実感し、どんなこ

とにも前向きに取り組んでいこうと考えるようになった

震災を経験して、悲観的に考えるようになった

震災により今後の希望を失った

その他

0 100 200 300 400 500

避難所の整備等の防災対策や水道等のライフライン・道

路等のインフラの強靭化などの災害に強いまちづくり

被災地から再生して、集客力のある新たな施設の整備や

人を呼び込む魅力あるまちづくり

復興の原動力となる産業の再生

本市に住み続けるための環境整備などの定住の促進

震災で人口減少が進んでいるため、Ｕターンや移住の促

進

被災した方々も含め、子どもから高齢者まで誰もがいき

いきと元気に暮らせるまちづくり

市民や団体、事業者等が一体となってオール氷見で復興

に取り組んでいく機運づくり

その他



２ まちづくりの考え方（基本理念）の変更（案）
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【変更理由】

前期基本計画の策定以降、能登半島地震の発生など、本市を取り巻く社会環境等が大きく変化していることか
ら、市民アンケート結果等も踏まえ、内容を変更するもの。

本市のまちづくりを展望するとき、ＤＸ推進の加速化等による様々な分野でのイノベーション
の創出や、働き方・ライフスタイルなどの価値観の多様化など、社会環境等が目まぐるしく変化
する中、令和６年能登半島地震からの復旧・復興や人口減少・少子高齢化の進行、後継者不足に
よる地場産業の衰退など解決すべき課題は多く、人口減少のカーブを緩やかにするとともに、人
口が減少しても市民が幸せに暮らせる氷見をつくるにあたり、重要な時期を迎えています。
先人から受け継がれてきた歴史・文化を継承しながら、こどもまんなか社会や共生社会を実現

し、明るく希望が持てる「未来づくり」を実現します。また、震災を教訓として災害に強く安
全・安心で、活力と賑わいのある持続可能な「地域づくり」、「ひみ寒ぶり」や魅力的な里山・
里海等に代表される氷見の食・自然・景観等を生かし、若者や女性をはじめ誰もが活躍できる
「産業づくり」を実現します。
加えて、甚大な被害をもたらした能登半島地震からの復旧・復興を、単なる原状回復ではなく、

新たな価値を生み出す「創造的復興」として「オール氷見」で成し遂げるほか、ＳＤＧｓの考え
方に基づく誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現や、未来技術等の利
活用による諸課題の克服、多様な人材の活躍や活発な交流によるまちづくりを推進します。
持続可能な氷見の未来に向け、人と人とのつながりを大切にしながら、誰もが氷見の自然・

食・文化に誇りと愛着を持ち、震災以前にもまして「活力と賑わいのある『ひみ』」を創造しま
す。



３ 基本目標及び政策の変更（案）

【変更理由】加速度的に少子化が進行する中、若者の減少や互いを尊重しあえる社会の構築が課題となっている。氷
見市を将来に希望が持てるまちとするためには、結婚・出産・子育てのライフステージでの切れ目のない支援や、こ
どもまんなか社会の実現、誰もが活躍できる共生社会の実現を強力に推進し、明るい未来をつくっていく必要がある。

政策（前期計画） 主な施策等の内容

結婚・出産しやすい環
境づくり

結婚・出産に対する支援・環
境づくり

仕事と両立できる子育
て支援の充実

子育て支援、仕事と子育てが
両立できる支援

次代を担う子どもの育
成

学校教育の充実（学力、心、
体、教育環境、校種間連携）

芸術文化や学びの充実 ふるさと教育、生涯学習、芸
術文化、スポーツ

一人ひとりが尊重され
る社会の実現

人権尊重社会の形成、多文化
共生社会の構築

政策（後期計画・案） 主な施策等の内容

結婚・出産・子育てし
やすい環境づくり

結婚・出産・子育てのライフ
ステージでの切れ目のない支
援や対策

こどもまんなか社会の
実現

こどもまんなか社会の意識醸
成、子どもの意見反映、みん
なで子どもを育てる地域づく
り（遊び場、居場所）

次代を担う子どもの育
成

学校教育の充実（学力、心、
体、教育環境、校種間連携）

芸術文化や学びの充実 ふるさと教育、生涯学習、芸
術文化、スポーツ

共生社会の実現 誰もが活躍できる社会づくり
（人権、アンコンシャスバイ
アス、多文化）、脱炭素地域
づくり、環境保全

基本目標３ 育てたいまち 基本目標１ 未来づくり
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３ 基本目標及び政策の変更（案）

【変更理由】新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に地域の活力が低下していく中、能登半島地震の影響により人口
減少が進み、地域の持続性が失われつつある。まちの賑わいと地域の活力を取り戻すためには、震災を教訓とした災害
に強い地域づくりを進めるとともに、持続可能な地域づくりと活力と賑わいのある地域づくりの両面を推進する必要が
ある。

政策（前期計画） 主な施策等の内容

災害に強い安全・安心
なまちづくり

自然災害防止対策、消防・救
急救助、交通・防犯、消費者
保護対策

誰もが元気に過ごせる
くらしの充実

地域福祉、介護・高齢者福祉、
障害福祉、健康づくり、地域
医療確保

快適で住みやすい都市
環境の整備

適正な土地利用、生活基盤整
備、道路網整備、地域交通網
確保

人と自然が共生する環
境づくり

循環型社会、環境保全

活気にあふれる地域づ
くり

市民によるまちづくり、移住
促進、交流・関係人口創出

政策（後期計画・案） 主な施策等の内容

震災を教訓とした強く
しなやかな地域づくり

地震被害防止対策（液状化対
策、ライフライン強靭化、避
難所機能強化等）

安全・安心な地域づく
り

自然災害防止対策、消防・救
急救助、交通・防犯、消費者
保護対策

誰もが元気に過ごせる
くらしの充実

地域福祉、介護・高齢者福祉、
障害福祉、健康づくり、地域
医療確保

快適で住みやすい都市
環境の整備

適正な土地利用、生活基盤整
備、道路網整備、地域交通網
確保

※未来づくり「共生社会の実
現」へ移行

持続可能で活力ある地
域づくり

復興まちづくり、市民による
まちづくり、地域づくり、定
住促進、空き家・空き地の活
用

賑わいにあふれる魅力
的な地域づくり

移住・Ｕターン促進、交流・
関係人口創出、中心市街地の
活性化、交通システム

基本目標１ 住みたいまち 基本目標２ 地域づくり
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３ 基本目標及び政策の変更（案）

【変更理由】震災による人口減少や少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少に加え、長期化する物価高や不安定な国際
情勢等の影響により、市内経済の活性化が課題となっている。市内経済の活力を取り戻すためには、若者や女性に選
ばれ、活躍できる仕事づくりを推進するとともに、氷見市の強みを生かした魅力的な産業づくりを進めていく必要が
ある。

政策（前期計画） 主な施策等の内容

食を生かしたまちづくり 豊かな食生活、食を核とし
た産業、食の魅力発信

持続可能な農林水産業の
振興

農林水産業の振興

商工業の活力が持続・発
展するまちづくり

企業誘致と既存企業支援、
産業人材の確保・育成、中
心市街地の活性化

戦略的な観光の振興 戦略的な観光振興

エネルギーの地産地消や
再生可能エネルギーの利
用促進

脱炭素化社会、エネルギー
の地産地消

政策（後期計画・案） 主な施策等の内容

「食」や「自然・景観」
を生かしたまちづくり

「食」「自然・景観」を生
かした産業の創出・地域活
性化・魅力発信・文化継承

若者や女性が活躍できる
仕事づくり

若者・女性に選ばれる仕事
づくり、若者・女性の雇用
創出

持続可能な農林水産業の
振興

農林水産業の振興

商工業の活力が持続・発
展するまちづくり

企業誘致と既存企業支援、
産業人材の確保・育成

戦略的な観光の振興 戦略的な観光振興

※未来づくり「共生社会の実
現」へ移行

基本目標２ 働きたいまち 基本目標３ 産業づくり
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３ 基本目標及び政策の変更（案）
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政策（前期計画） 主な施策等の内容

市民主体のまちづくり まちづくりへの市民参画の推
進

効率的な行財政運営 経営的な視点による持続可能
な行財政運営、効率的・効果
的な行政サービスの推進

広域、大学連携の推進 広域行政サービス等の推進、
大学等との連携強化

基本目標４ 市民とともにつくる
持続可能なまち

政策（後期計画・案） 主な施策等の内容

オール氷見でのまちづ
くり

まちづくりへの市民や民間企
業等の参画の推進、発信力の
強化

効率的な行財政運営 経営的な視点による持続可能
な行財政運営、効率的・効果
的な行政サービスの推進

広域、大学連携の推進 広域行政サービス等の推進、
大学等との連携強化

基本目標４ みんなでつくる
持続可能なまち

【変更理由】人口減少や少子高齢化が進む中、今後、市税等の減少により財政運営が厳しさを増すことが見込まれる。
社会環境や市民ニーズの変化に対応しつつ、財政の健全性を確保し続けるためには、経営的な視点による持続可能な
行財政運営を行うとともに、市民や民間企業、各種団体などが「オール氷見」で持続可能なまちをつくっていく必要
がある。



４ 横断的分野の変更（案）
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【変更理由】能登半島地震からの復旧復興を最優先に進めるとともに、その復興を単なる原状回復にとどめず、新し
いステージの「氷見」へと進む力に変えていく「創造的復興」を実現するためには、本市の再生に向けた投資を
「オール氷見」で横断的に実施する必要がある。加えて、若者や女性をはじめとして誰もが活躍できる環境づくりを
推進する必要がある。

内容（前期計画） 主な取組内容

多様で活発な交流の推進 市の魅力発信や教育・文
化・スポーツを通じた交流
推進

未来技術の活用 地域における情報通信基盤
等の整備をはじめとした未
来技術の活用

SDGｓの推進 誰一人取り残さない持続可
能で多様性と包摂性のある
社会の実現

多様な人材の活躍推進 多様な人々が地域の担い手
として活躍できる環境づく
り

横断的分野 横断的に推進するもの 横断的分野 横断的に推進するもの
内容（後期計画・案） 主な取組内容

オール氷見での創造的復
興

新しいステージの「氷見」
へと変えていくための再生
に向けた投資

多様で活発な交流の推進 市の魅力発信や教育・文
化・スポーツを通じた交流
推進

未来技術の活用 地域における情報通信基盤
等の整備をはじめとした未
来技術の活用

SDGｓの推進 誰一人取り残さない持続可
能で多様性と包摂性のある
社会の実現

若者や女性など多様な人
材の活躍推進

若者や女性など多様な人々
が地域の担い手として活躍
できる環境づくり



【参考】総合戦略の各施策への「対応の方向性」と「政策等のキーワード」
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総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 多くの人が訪れる魅力的なまちをつくる
✓ 城端線・氷見線の再構築を活性化につなげる
✓ 若者や女性に好まれる景観づくりを推進する

まちの魅力向上に
よる賑わい創出、
若者や女性に選ば
れるまちづくり

✓ 賑わいにあふ
れるまち

✓ 若者や女性に
選ばれるまち

総合戦略 基本目標Ⅰ 魅力的な地域をつくる

＜基本的方向１ 将来に希望が持てるまちをつくる＞

総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 市民病院を核として地域の医療を守り、公共交
通の確保や移動販売支援等により暮らしを守る

✓ ＤＸ・機械化を促進し地域の担い手を育成する
✓ 地域コミュニティ維持に向け、獅子舞等の持続

性を確保し、その魅力を発信する

暮らし・医療・地
域活動の維持

✓ 持続可能な地
域づくり

＜基本的方向２ 地域の持続性を確保する＞



総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 「食」「自然・景観」を活かした観光、飲食、
宿泊及び農林水産業等が一体となった新たな産
業を創出する

「食」「自然・景
観」を生かした産
業振興

✓ 「食」「自
然・景観」を
生かしたまち

総合戦略 基本目標Ⅱ 仕事をつくる

＜基本的方向１ 本市の特長を活かした産業を振興して魅力的な仕事をつくる＞

総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 若者・女性の能力等を活かすとともに、ＤＸを
促進して労働生産性を向上させ、労働条件の改
善につなげる

若者や女性の能力
を生かした生産性
向上

✓ 次世代の産業
✓ 若者や女性に

選ばれる産業

＜基本的方向２ 産業全体を活性化し、稼ぐ力を強化する＞

総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 若者や女性に魅力的な企業等を誘致する
✓ アンコンシャス・バイアスを解消するとともに、

就業環境や子育てしやすい職場環境などの改善
を促進する

誰もが活躍できる
場の確保

✓ 共生社会

＜基本的方向３ 若者・女性が働きやすく、活躍できる職場をつくる＞

16

【参考】総合戦略の各施策への「対応の方向性」と「政策等のキーワード」



総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 移住・Ｕターンしやすい環境等の充実
✓ 基本目標Ⅱ「仕事をつくる」と連動して、若者

や女性の移住やＵターンにつなげる
✓ 氷見高校生の全国募集による第二のふるさとづ

くりの推進

仕事と連動した若
者や女性の移住・
Ｕターンの促進、
地域の魅力化と連
動した交流・関係
人口

✓ 若者や女性の
仕事づくり

✓ 選ばれる地域
づくり

総合戦略 基本目標Ⅲ 人の流れをつくる

＜基本的方向１ 若者や女性に選ばれ、移住者やＵターン者を増やす＞

総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 定住支援策の拡充や空き地・空き家の活用など
による氷見市で住み続ける環境の整備

定住支援策や空き
家・空き地対策の
充実

✓ 持続可能な地
域づくり

＜基本的方向２ 市内に定住する若者や女性を増やす＞

総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 若者や女性に魅力的な企業等を誘致する
✓ アンコンシャス・バイアスを解消するとともに、

就業環境や子育てしやすい職場環境などの改善
を促進する

誰もが活躍できる
場の確保

✓ 共生社会

＜基本的方向３ 若者・女性が働きやすく、活躍できる職場をつくる＞
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【参考】総合戦略の各施策への「対応の方向性」と「政策等のキーワード」



総合戦略での施策 対応の方向性 政策等のキーワード

✓ 個々のニーズに応じた多様な出会いの機会の創
出の促進

✓ 結婚・出産・子育ての更なる負担の軽減
✓ 子どもが遊ぶことができる安全・安心な施設の

整備
✓ 小児医療体制の充実

結婚・出産・子育
ての負担軽減、子
育て環境の充実

✓ 結婚・出産・
子育てしやす
い環境づくり

✓ こどもまんな
か社会

総合戦略 基本目標Ⅳ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる
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【参考】総合戦略の各施策への「対応の方向性」と「政策等のキーワード」

＜基本的方向１ 結婚数を増やす＞

＜基本的方向２ 出生数を増やす＞

＜基本的方向３ 転入による子どもの数を増やす＞
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